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当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
午

前
十
時
か
ら
の
施
設
見
学
か
ら

十
分
な
見
学
が
出
来
な
い
ほ
ど

の
盛
況
を
み
せ
、
父
母
会
に
対

す
る
ご
父
母
の
関
心
の
高
さ
が

示
さ
れ
た
。

父
母
会
は
、
父
母
と
大
学
が

密
接
な
連
携
を
図
り
、
学
生
生

活
や
大
学
の
教

育
事
業
の
振
興

を
支
援
し
、
会

員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と

で
大
学
の
発

展
・
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

会
員
は
学
部
学

生
の
ご
父
母
と

し
、
年
会
費
一

万
円
で
運
営
さ

れ
る
。

父
母
会
の
名

称
の
「
こ
う
よ

う
会
」
と
は
校

歌
の
一
節
「
浩こ

う

洋よ
う

の
行
く
手
輝

く
」
か
ら
と
っ

た
も
の
で
、
意

味
は
水
の
限
り

な
く
広
が
る
さ
ま
、
転
じ
て
学

問
、
学
識
な
ど
の
限
り
な
く
広

が
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
。

「
こ
う
よ
う
会
」
の
主
な
事

業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◆
父
母
懇
談
会
の
開
催
：
ご
父

母
に
参
加
を
勧
め
る
な
ど
来

年
度
以
降
は
父
母
会
が
中
心

と
な
っ
て
実
施
す
る

◆
就
職
懇
談
会
の
開
催
：
経
済

の
動
向
、
就
職
体
験
談
な
ど

就
職
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
場
と
し
て
要
請
に
応
じ

て
各
地
区
で
開
催
す
る

◆
会
報
「
浩
洋
」
を
年
四
回
発

行
す
る

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供

◆
奨
学
事
業
：
緊
急
経
済
支
援

事
業
と
し
て
授
業
料
相
当
額

を
給
付
す
る

◆
課
外
活
動
の
支
援
：
活
動
助

成
金
や
育
成
強
化
費
の
交
付

◆
入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

◆
総
会
、
役
員
会
、
常
任
役
員

会
、
支
部
長
会
の
運
営

す
で
に
支
部
の
設
立
を
予
定

し
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
今
後

は
全
国
に
支
部
を
置
く
よ
う
に

活
動
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

坂
東
会
長
は
「
ご
父
母
の
ご
協

力
を
得
て
、
自
分
の
子
女
と
、

子
女
が
通
っ
て
い
る
大
学
双
方

の
発
展
を
お
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
て
い
る
。

父
母
会
「
こ
う
よ
う
会
」
は

ご
父
母
が
中
心
と
な
っ
て
運
営

さ
れ
る
も
の
で
、
今
後
の
発
展

が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

＊
お
問
合
せ
：
東
京
理
科
大
学

父
母
会
事
務
局
℡
０
３
・
５
２

２
８
・
８
１
２
７
／e-m

ail：
fubokai@

adm
in.tus.ac.jp

本
学
は
専
門
職
大
学
院
知
的

財
産
戦
略
専
攻
の
二
〇
〇
五
年

四
月
開
設
を
目
標
に
準
備
を
進

め
て
お
り
、
去
る
六
月
末
に
文

部
科
学
省
に
設
置
認
可
申
請
を

行
っ
た
。

本
年
四
月
に
Ｍ
Ｏ
Ｔ
専
門
職

大
学
院
と
し
て
、
東
京
・
神
楽

坂
地
区
に
総
合
科
学
技
術
経
営

研
究
科
総
合
科
学
技
術
経
営
専

攻
が
誕
生
し
た
が
、
知
財
専
門

職
大
学
院
は
同
研
究
科
内
の
二

番
目
の
専
攻
と
な
る
＝
別
表
参

照
。現

在
、
日
本
は
「
科
学
技
術

創
造
立
国
」
の
実
現
に
努
力
し

て
い
る
が
、
創
造
さ
れ
る
科
学

技
術
が
適
切
に
保
護
・
活
用
さ

れ
る
「
知
的
財
産
創
造
サ
イ
ク

ル
」
の
構
築
が
同
時
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の

知
財
教
育
は
米
国
等
と
比
較
し

て
残
念
な
が
ら
き
わ
め
て
脆
弱

で
、
知
財
人
材
の
育
成
が
急
務

で
あ
る
。

本
学
の
伝
統
で
あ
る
理
数
教

育
の
基
盤
と
経
験
の
上
に
、
経

営
学
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
加
味

し
、
さ
ら
に
は
産
業
界
等
と
の

連
携
関
係
を
活
か
し
な
が
ら
、

知
的
財
産
分
野
の
専
門
家
育
成

に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と

は
、
本
学
の
使
命
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

入
学
定
員
は
八
十
人
で
、
修

業
年
限
は
二
年
間
で
あ
る
。
教

員
ス
タ
ッ
フ
に
は
多
彩
な
実
務

家
教
員
を
配
し
て
お
り
、
理
論

と
実
践
の
両
面
か
ら
社
会
の
要

請
に
十
分
応
え
う
る
人
材
を
育

成
し
た
い
。

な
お
、
入
学
試
験
等
の
詳
細

は
、
文
部
科
学
省
の
設
置
認
可

後
（
十
一
月
下
旬
）に
発
表
す
る

予
定
で
あ
る
。（
企
画
調
査
課
）

▼
こ
の
と
こ

ろ
、
連
日
の
よ

う
に
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
イ
ラ
ク

戦
争
、
年
金
、

拉
致
問
題
等
が

報
道
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
医
療
従
事
者
や
企

業
技
術
者
の
技
術
力
、
危
機
管

理
の
低
下
に
よ
る
事
故
が
目
を

引
く
。
一
度
失
っ
た
技
術
力
を

回
復
し
信
頼
を
得
る
に
は
、
ど

れ
ほ
ど
の
人
材
と
費
用
と
時
間

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
。
▼
か

つ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ

ー
ル
前
首
相
は
戦
後
、
驚
異
的

復
興
と
発
展
を
遂
げ
た
日
本
に

学
べ
と
”ツ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
“
を
策
定
し
、
自
国
の
多

く
の
若
者
を
日
本
の
大
学
へ
留

学
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近

で
は
日
本
の
学
生
に
学
ぶ
も
の

が
な
い
と
言
っ
て
、
韓
国
や
中

国
へ
の
留
学
が
増
え
て
い
る
と

言
う
。
由
々
し
き
こ
と
で
あ
る
。

▼
学
生
の
学
力
低
下
が
日
本
の

技
術
力
の
低
下
に
連
結
す
る
こ

と
は
自
明
で
あ
る
が
、
大
学
入

試
に
お
け
る
偏
差
値
の
弊
害
も

一
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
偏

差
値
の
高
い
医
・
理
工
系
学
部

へ
の
入
学
が
豊
富
な
知
識
に
よ

る
な
ら
い
い
が
、
単
に
受
験
技

術
に
よ
る
な
ら
論
外
で
あ
る
。

し
か
し
、
豊
富
な
知
識
が
必
ず

し
も
高
い
技
術
力
に
対
応
す
る

と
は
言
い
難
い
。
そ
の
知
識
を

知
恵
に
換
え
、
活
用
し
て
こ
そ

高
度
な
技
術
の
習
得
に
役
立
つ

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
▼
そ

の
こ
と
を
本
学
の
「
モ
ノ
づ
く

り
」
に
関
わ
る
学
科
で
学
ぶ
諸

君
に
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。「
モ
ノ
づ
く
り
」
は
単
に

物
質
を
混
ぜ
た
り
、
焼
い
た
り

す
る
こ
と
で
は
な
い
。
重
要
な

こ
と
は
、
先
ず
仮
説
を
立
て
、

周
到
な
実
験
計
画
の
基
に
そ
れ

を
実
証
す
る
能
力
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
日
々
養

っ
て
欲
し
い
と
願
う
の
は
、
私

だ
け
だ
ろ
う
か
。
　
（
Ｋ
・
Ｋ
）

（年４回発行） 

２
面

長
野
県
テ
ク
ノ
財
団
と
産
学
連
携
締
結
／
Ｄ
Ｄ
Ｓ

研
究
が
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
に

３
面

神
楽
坂
地
区
再
構
築
で
校
舎
移
転
の
お
知
ら
せ
／

乾
電
池
発
明
者
は
日
本
人
だ
っ
た
（
寄
稿
）
ほ
か

４
面

文
科
省
科
研
費
補
助
金
／
国
家
公
務
員
試
験
30
人

薬
剤
師
試
験
166
人
合
格
／
平
成
15
年
度
決
算
報
告

５
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

６
面
「
理
大
・
人
」／
本
学
初
、
全
英
語
本
格
授
業
ほ
か

父母会「こうよう会」発足 父母会「こうよう会」発足 
全
国
に
支
部
設
立
へ 

初
代
会
長
に 
坂
東
自
朗
氏 

懇
談
会
開
催
な
ど
推
進 

２００５ 大学案内　完成！ 

①本学ホームページ 
http://www.tus.ac.jp/admis/nyushij/seido/siryou/index.html 

②FAX 03-5228-8093（入試センター） 
※住所、氏名、電話、高校名と希望する案内名を記入の 
　こと。 

＜お問い合わせ　入試センター 03-5228-8092＞ 

2005年版大学案内・第二部案内が完成しま
した。入手ご希望の方は、入試センターまた
は各キャンパス事務室に申し出ていただくか、
以下の方法でお申し込みください。 

来
春
開
設
目
標
に
認
可
申
請 

知的財産戦略専攻を設置 
総合科学技術経営研究科に 

◆　東京理科大学専門職大学院　総合科学技術経営研究科　◆ 
専　　攻 知的財産戦略専攻 

開設時期 2005年４月（予定）2004年４月 
所 在 地 東京都新宿区・神楽坂地区 
そ の 他  昼夜開講制を実施 

課　　程 専門職学位課程２年 １年（昼間）コース　専門職１年 
２年（夜間）コース　専門職２年 

１年（昼間）コース10人 
２年（夜間）コース40人 入学定員 80人 

総合科学技術経営専攻 

50人 

新
理
事
に
村
田
雄
司
氏

理
事
の
欠
員
補
充
選
挙
を
行

い
、
評
議
員
村
田
雄
司
氏
が
選

出
さ
れ
、
学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
寄
附
行
為
第
八
条
第
一
項

第
二
号
に
基
づ
く
理
事
と
し
て

平
成
十
六
年
五
月
二
十
日
付
け

で
就
任
し
た
。

永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
東
京
理
科
大
父
母
会
の
設
立
総
会
が
五
月
二
十
九
日（
土
）に
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
千
名
を
超
え
る
出
席
者
の
下
で
会
の
名
称
を
「
こ
う
よ
う
会
」
と
し
て
発
足
、
会
長
に
坂
東
自
朗
氏
を
選
出
し
た
。

父
母
会
設
立
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
坂
東
自
朗
氏（
会
長
）＝

壇
上
と
、
参
列
し
た
父
母
＝
総
会
前
の
施
設
説
明
で

新
緑
鮮
や
か
な
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス

薬
草
園
を
散
策
・
見
学
す
る
父
母
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文
部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ

た
平
成
十
六
年
度
「
二
十
一
世

紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

過
去
二
年
間
に
実
施
さ
れ
た
計

十
の
学
問
分
野
毎
の
公
募
を
行

わ
ず
、「
革
新
的
な
学
術
分
野
の

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学

は
、
財
団
法
人
長
野
県
テ
ク
ノ

財
団
と
産
学
連
携
に
つ
い
て
協

力
す
る
こ
と
に
な
り
、
六
月
四

日
に
長
野
市
で
協
定
書
を
締
結

し
、
併
せ
て
地
元
企
業
や
両
法

人
関
係
者
約
百
五
十
人
が
参
加

し
て
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
た
。

本
法
人
は
、
長
野
県
内
に
お

い
て
は
、
平
成
二
年
に
諏
訪
短

期
大
学
を
開
設
し
、
平
成
十
四

年
に
は
短
期
大
学
を
改
組
転
換

し
新
た
に
諏
訪
東
京
理
科
大
学

を
設
立
し
、
教
育
・
研
究
活
動

に
加
え
て
長
野
県
及
び
諏
訪
市

域
の
自
治
体
や
県
内
企
業
と
積

極
的
に
交
流
、
地
域
の
振
興
に

貢
献
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
昨

年
の
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー

（
承
認
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
の
設
置
に
よ

り
、
本
法
人
で
は
産
学
官
連
携

推
進
体
制
が
整
い
、
長
野
県
に

お
い
て
も
各
種
展
示
会
へ
の
参

加
や
、
本
年
二
月
に
は
テ
ク
ノ

財
団
と
の
共
催
で
研
究
シ
ー
ズ

発
表
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

実
績
を
あ
げ
て
き
た
。

長
野
県
で
教
育
研
究
振
興
と

地
域
社
会
貢
献
を
め
ざ
す
本
法

人
と
、
県
内
企
業
の
技
術
向
上

と
産
業
の
振
興
を
ね
ら
い
と
す

る
テ
ク
ノ
財
団
が
協
力
し
て
、

大
学
の
研
究
成
果
と
県
内
企
業

の
技
術
開
発
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
な
ど
に
よ
り
、
産
学

連
携
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

に
双
方
が
合
意
し
、
こ
の
た
び

協
定
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

当
日
は
、
本
法
人
の
塚
本
理

事
長
と
テ
ク
ノ
財
団
の
金
子
理

事
長
に
よ
る
協
定
書
調
印
に
続

き
、
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
。
原
文
雄
工
学
部
第
一
部

教
授
（
常
務
理
事
）
の
記
念
講

演
（
演
題
「『
新
機
械
＝
マ
シ

ナ
サ
ピ
エ
ン
ス
』
―
顔
ロ
ボ
ッ

ト
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」）、
村

田
雄
司
理
工
学
部
教
授
、
宮
本

岩
男
基
礎
工
学
部
教
授
に
よ
る

研
究
シ
ー
ズ
発
表
、
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
た
。

今
後
、
本
学
は
科
学
技
術
交

流
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
、

テ
ク
ノ
財
団
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
等
と
連
携
し
、
本
学
教
員
の

研
究
成
果
の
紹
介
、
県
内
企
業

の
技
術
課
題
の
解
決
の
た
め
の

協
力
、
本
学
教
員
と
県
内
企
業

等
と
の
共
同
研
究
実
施
支
援
な

ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
度
の
本
学
予
算

か
ら
配
分
し
た
特
定
研
究
助
成

金
（
六
千
万
円
）
及
び
大
学
院

高
度
化
推
進
対
象
経
費
予
算
に

よ
る
助
成
金
（
一
億
八
千
万
円
）

に
基
づ
く
「
研
究
成
果
報
告
会
」

（
学
長
室
委
員
会
研
究
小
委
員

会
主
催
）
が
五
月
十
五
日（
土
）

神
楽
坂
校
舎
一
号
館
十
七
階
記

念
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
報
告
会
は
、
昨
年
度
に

学
内
で
公
募
・
採
択
さ
れ
学
長

が
予
算
を
重
点
配
分
し
た
研
究

課
題
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を

学
内
に
公
開
す
る
の
が
目
的
。

冊
子
版
の
研
究
成
果
報
告
書
は

毎
年
学
内
に
配
付
さ
れ
て
い
た

が
、
実
際
に
研
究
代
表
者
が
発

表
す
る
形
式
を
と
る
の
は
今
回

が
初
め
て
。
当
日
は
学
長
室
委

員
会
委
員
、
各

学
部
長
、
研
究

科
長
、
理
事
会

側
か
ら
原
文
雄

常
務
理
事
、
石

井
忠
浩
理
事
ら

が
出
席
。
平
成

お
ら
れ
る
多
く
の
患
者
さ
ん
を

病
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
非
常

に
効
果
的
で
す
。
一
日
も
早
く

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
完

成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

組
織
で
あ
る
東
京
理
科
大
学
教

育
会
関
係
者
十
九
人
を
迎
え
、

本
学
か
ら
は
塚
本
理
事
長
は
じ

め
岡
村
・
土
谷
・
重
倉
の
三
学

長
、
東
京
理
科
大
学
の
各
学
部

長
、
教
育
実
習
指
導
関
係
者
が

出
席
し
た
。

冒
頭
、
塚
本
理
事
長
か
ら
本

学
の
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
あ
る
神
楽
坂
・

野
田
地
区
の
再
構
築
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
岡
村
学
長
か
ら

は
教
育
実
習
の
協
力
等
に
対
す

る
お
礼
と
、
教
員
志
望
者
に
対

す
る
現
場
か
ら
の
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た
い
と
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

引
き
続
い
て
、
高
等
学
校
長

を
代
表
し
て
、
鹿
児
島
県
立
高

山
高
等
学
校
の
石
畑
清
耕
校
長

（
昭
和
45
・
理
二
・
数
学
科
卒
）

か
ら
「
母
校
の
発
展
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。
今
後
も
優
秀
な

学
生
を
輩
出
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

会
場
を
移
し
て
の
懇
親
会
で

は
、
終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
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Innovation  N
avi gator

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

協定書に署名する塚本理事長 と金子テクノ財団理事長

寺田　弘教授

野田キャンパスのDDS研究センターの完成予想図

報告会後の懇親会で
挨拶する二瓶教授

懇談会に列席した同窓高校長の各氏

挨
拶
す
る
石
畑
清
耕
校
長

長野県テクノ財団と 
連携協定締結 産業振興 積極推進 

長
野
市
で
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 

文
科
省
「
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
に 

文
科
省
「
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
に 

本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
更
に
１
件 

本
学
、３
件
を
申
請 

文
科
省
公
募
の 

２
プ
ロ
グ
ラ
ム 

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
よ
る
治
療
法
確
立
を 

初
の
研
究
成
果
報
告
会
開
く 

本
学
助
成（
　
　
）の
13
氏
が
発
表 

平
　
成 

15
年
度 

開催します 特許相談会 特許相談会 

開催時期：神楽坂地区　①７月８日、②12月２日 
　　　　：野　田地区　①６月24日、②７月６日 

③11月９日、④11月25日 
　　　　：山　口地区　①10月予定 
　　　　：諏　訪地区　①９月予定 
開催時間：13：00～16：00（予定） 
相 談 員：知財本部・ＴＬＯ専門スタッフ、ＪＳＴ特

許主任調査員 
対　　象：本学教職員 
連 絡 先：科学技術交流センター 

　 03-5225-1089 
E-mail：tlo@admin.tus.ac.jp 

＊特許に関する相談は「特許相談会」のほか 随時 受け付けています。 

◇　平成15年度　本学助成　研究成果報告会　発表者と内容　◇ 

理一・物理 

所　属 区
分 

研究代表者 
（代理発表者） 研　究　題　目 

理二・物理 宮崎　　忠　教　授 

基礎工・電子 原田　哲也　助教授 

工学研・工化 河合　武司　教　授 
理工研・応生 坂口　謙吾　教　授 
基工研・電子 藤代　博記　助教授 
生命研・生命 穂積　信道　教　授 

満田　節生　助教授 

理工・応生 池北　雅彦　教　授 

理工・応生 井上　康則　教　授 
（朽津和幸　助教授） 

基礎工・電子 蟹江　　壽　教　授 

情報科学教育 
・研 究 機 構  

鈴木　　公　教　授 
（武田正之　教　授） 

理学研・物理 橋本　　巖　教　授 
（長嶋泰之　助教授） 

薬学研・薬学 大島　広行　教　授 
（田沼靖一　教　授） 

演習授業形態における情報通信技術の活用（学生による
電子教材作りを通した学習効果デザインと「場」の共有） 
学力レベルの低い学生の専門教育 

ナノ粒子の選択的表面修飾法とインテグレーション法の開発 

海洋産業廃棄物由来の新規免疫抑制剤の開発 

狭禁制帯幅材料を用いたナノ電子デバイスの研究 

新しいヒト病態モデル動物の開発 

高校・大学一貫教育を想定した効果的な生命科学教育
プログラムの開発 

E-Learning用コンテンツの開発とその教育効果測定に
関する研究 

ポストゲノム時代におけるバイオイメージング教育の推進 

陽電子衝撃励起特性Ｘ線分光の研究 

創薬における生物物理化学的手法の確立 

通信・信号処理システムのFPGAを用いた論理設計を教
育するためのシステムの構築 
バーチャルリアリティ教育システムにおける仮想空間の共有 

理
大
教
育 

特
色
あ
る
教
育 

研
究
科
共
同
研
究 

同窓高等学校長懇談会開く 

平
成
十
六
年
度
文
部
科
学
省

の
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化

推
進
事
業
に
基
づ
く
「
ハ
イ
テ

ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
」
に
構
想
調
書
を
提
出

し
て
い
た
本
学
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
、
四
月
に
選
定
を
受

け
た
。
昨
年
度
に
も
二
件
選
定

を
受
け
て
お
り
、
今
年
度
は
計

八
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
行
す
る
。

選
定
を
受
け
た
の
は
総
合
研

究
所
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
部
門
（
代

表
＝
寺
田
弘
薬
学
部
製
薬
学
科

教
授
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
部
門
長
）。

研
究
者
十
六
人
で
「
マ
ク
ロ
フ

ァ
ー
ジ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

新
規
薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム
の
開

発
、
特
に
慢
性
難
治
性
感
染
症

お
よ
び
肺
が
ん
治
療
を
目
的
と

し
た
経
肺
吸
収
製
剤
の
開
発
、

並
び
に
低
侵
襲
性
乳
が
ん
治
療

法
の
開
発
」
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
す
る
。
総
研
究
費

（
平
成
十
六
年
度
か
ら
二
十
年

度
ま
で
の
五
年
間
）
十
三
億
円

に
対
し
、
お
お
む
ね
半
額
が
補

助
さ
れ
る
。

こ
れ
に
伴
っ
て
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研

究
セ
ン
タ
ー（
完
成
予
想
図

）

が
来
年
二
月
、
野
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
た
に
完
成
す
る
予
定
で

あ
る
。

研
究
代
表
の
寺
田
教
授
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
や
効
果

な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。

＊

今
回
、
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー

チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
私

ど
も
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

選
定
さ
れ
、
と
て
も
名
誉
な
こ

と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
と
と
も
に
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
生
体
の
防

御
機
構
を
活
用
し
て
結
核
な
ど

の
感
染
症
や
が
ん
な
ど
の
難
病

に
対
す
る
有
効
な
治
療
法
を
Ｄ

Ｄ
Ｓ
を
介
し
て
開
発
す
る
点
に

そ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

薬
を
投
与
す
る
際
に
、
こ
れ

ま
で
は
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど

の
生
体
防
御
系
に
感
知
さ
れ
ず

に
標
的
部
位
に
ま
で
薬
を
効
率

的
に
到
達
さ
せ
る
方
式
が
一
般

に
と
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

私
ど
も
の
方
法
は
そ
の
逆
に
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
よ
く
認
識
さ

れ
、
効
率
的
に
貪
食
さ
れ
る
薬

物
送
達
方
式
を
開
発
す
る
こ
と

で
難
病
を
治
癒
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
を

培
養
器
と
し
て
利
用
し
て
い
る

結
核
菌
な
ど
を
完
全
に
退
治
で

き
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
結
核

な
ど
の
難
治
性
感
染
症
の
根
治

療
法
と
し
て
極
め
て
有
効
で
あ

る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
細
胞
周
辺
の
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
貪
食
能
が
低

下
し
て
い
ま
す
が
、
貪
食
能
を

高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
が
ん
細
胞
を
異

物
と
し
て
認
識
し
貪
食
し
ま

す
。
こ
の
方
法
は
、
抗
が
ん
薬

の
副
作
用
が
無
い
状
態
で
が
ん

を
治
癒
す
る
上
で
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
場
合
に
、
私
た
ち

は
疾
患
部
に
近
い
部
位
か
ら
薬

を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
効
果
を
上
げ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
”
生

体
シ
ス
テ
ム
に
逆
ら
わ
な
い
“

Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
、
難
病
に
苦
し
ん
で

五
月
二
十
六
日（
水
）、
研
究

社
英
語
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
恒
例

の
「
同
窓
高
等
学
校
長
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
現
職
の
同
窓
高
等

学
校
長
三
十
三
人
と
、
同
窓
の

十
五
年
度
に
予
算
配
分
を
受
け

た
研
究
代
表
者
五
十
二
人
（
研

究
科
学
生
助
成
金
を
除
く
）
の

う
ち
、
今
回
は
別
表
の
十
三
人

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
成
果

に
つ
い
て
発
表
と
質
疑
が
あ
っ

た
。主

催
者
代
表
の
二
瓶
教
授

（
研
究
小
委
員
会
主
査
）
か
ら

「
今
回
は
初
の
試
み
で
参
加
人

数
を
制
限
し
た
が
、
今
後
は
こ

の
報
告
会
を
多
く
の
教
員
や
学

生
に
も
聞
い
て
も
ら
い
、
本
学

の
更
な
る
研
究
活
動
の
活
性
化

を
図
り
、
学
長
扱
重
点
配
分
予

算
の
有
効
活
用
を
考
え
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

開
拓
を
目
指
す
研
究
教
育
拠
点

形
成
」
に
限
定
し
た
新
規
公
募

と
な
っ
た
。

本
学
か
ら
は
、
①
次
世
代
先

導
型
界
面
科
学
の
推
進
拠
点

（
拠
点
リ
ー
ダ
ー：

理
工
学
研

究
科
・
二
瓶
好
正
教
授
）
、
②

赤
外
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
光
科

学
先
端
拠
点
（
拠
点
リ
ー
ダ

ー：

総
合
研
究
所
・
中
井
浩
二

教
授
）
の
計
二
件
を
申
請
し
た
。

一
方
、
優
れ
た
教
育
を
実
践

し
て
い
る
大
学
を
選
定
し
て
文

部
科
学
省
が
財
政
支
援
を
行
う

平
成
十
六
年
度
の
「
特
色
あ
る

大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｇ
Ｐ
）」
に
は
、
学
内
で
提
案

さ
れ
た
三
件
の
取
り
組
み
の
中

か
ら
「
社
会
の
要
請
に
応
え
る

夜
間
の
理
学
・
工
学
教
育
―

『
物
理
学
校
』
の
伝
統
の
継
承

と
現
代
的
展
開
」
を
申
請
し

た
。Ｃ

Ｏ
Ｅ
は
国
公
私
立
の
大
学

計
百
八
十
六
校
か
ら
計
三
百
二

十
件
、
Ｇ
Ｐ
は
短
大
を
含
む
計

四
百
九
十
七
校
か
ら
計
五
百
三

十
四
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。
選

定
結
果
は
七
月
頃
に
公
表
さ
れ

る
予
定
。
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本
学
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に

創
立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
次
の
百
年
に
向
け

て
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
を

推
し
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
計
画
で
は
、
神
楽
坂
校
舎
は

都
心
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の
、
野
田

校
舎
は
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
型
キ
ャ

ン
パ
ス
の
理
想
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
神
楽
坂
校
舎
で
は
、

新
校
舎
が
竣
工
す
る
ま
で
の

間
、
研
究
室
の
一
部
を
次
の
と

お
り
臨
時
移
転
し
、
教
育
研
究

活
動
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

移
転
期
間
中
の
教
育
研
究
の
環

境
は
現
状
を
維
持
す
る
な
ど
、

学
生
生
活
に
は
支
障
を
来
た
さ

な
い
よ
う
に
す
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
新
校
舎
に
つ
い
て
は
、

順
次
、
学
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

◇
臨
時
移
転
計
画
（
予
定
）

▼
臨
時
移
転
研
究
室
：
工
学
部

第
一
部
・
二
部
の
建
築
学

科
、
電
気
工
学
科
、
経
営
工

学
科
、
機
械
工
学
科
、
及
び

教
養
の
各
研
究
室

▼
移
転
場
所
：
神
楽
坂
近
辺
に

施
設
を
確
保

▼
移
転
期
間
：
平
成
17
年
８
月

〜
平
成
21
年
５
月

▼
工
学
部
第
一
・
二
部
の
四
年

生
の
卒
業
研
究
及
び
工
学
研

究
科
（
修
士
・
博
士
）
の
授

業
は
、
臨
時
移
転
に
伴
い
、

神
楽
坂
近
辺
の
外
部
施
設
で

行
う
。
そ
れ
以
外
の
学
部

生
、
大
学
院
生
の
授
業
は
神

楽
坂
校
舎
及
び
神
楽
坂
近
隣

ビ
ル
で
行
う
。＊

な
お
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
学
生
諸
君
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
学
部
建
築
学
科
の
四
十
年

の
歴
史
を
ま
と
め
た
冊
子
『
東

京
理
科
大
学
工
学
部
建
築
学
科

四
十
年
間
の
記
録
』
が
、
第

一
・
二
部
両
建
築
学
科
の
教
員

（
も
と
教
員
を
含
む
）
と
、
人

事
課
な
ど
事
務
局
の
協
力
の
も

と
、
今
春
完
成
し
た
＝
写
真
。

同
記
録
は
、
は
じ
め
昭
和
三

十
七
年
の
創
設
か
ら
平
成
九
年

で
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
の
を

機
に
、
建
築
学
科
と
し
て
初
の

公
式
記
録
『
三
十
五
年
史
』
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平

成
八
年
に
執
筆
作
業
を
開
始
し

た
も
の
の
、
三
十
五
年
間
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
い
う
作
業
は

大
変
困
難
で
あ
り
、
な
か
な
か

原
稿
も
そ
ろ
わ
な
か
っ
た
。
い

っ
た
ん
は
発
行
を
諦
め
か
か
っ

た
が
、
や
は
り

建
築
学
科
と
し

て
は
記
録
を
残

す
べ
き
で
あ

り
、
既
に
鬼
籍

に
入
ら
れ
た
先

輩
教
授
の
原
稿

も
あ
る
な
ど
、

何
が
何
で
も
発
行
す
べ
き
だ
と

の
結
論
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
決

意
を
新
た
に
再
度
努
力
し
た
結

果
、
発
行
時
期
を
遅
ら
せ
、
タ

イ
ト
ル
も
『
四
十
年
史
』
と
改

め
た
が
、
こ
の
ほ
ど
発
行
に
漕

ぎ
着
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

内
容
は
▽
建
築
学
科
通
史
▽

歴
代
在
籍
者
の
一
覧
図
▽
歴
代

卒
業
製
作
・
学
業
成
績
優
秀
者

▽
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
各
研
究
室
の
歴
史
▽
建
築
学

科
同
窓
会
「
築
理
会
」
の
歴
史

―
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
編
集
責

任
者
の
真
鍋
教
授
ま
で
。

北
見
　
芳
雄
名
誉
教
授

（
元
理
学
部
第
一
部
教
養
学
科
）

平
成
十
六
年
三
月
五
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
七
十
九
歳
。

黒
田
　
晴
雄
元
教
授

（
総
合
研
究
所
）
平
成
十
六
年

五
月
四
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

七
十
二
歳
。

校
舎
、一
部
移
転
に
な
り
ま
す 
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工
学
部
建
築
学
科
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年
史
　

完
成 

工
学
部
第
一
部
 

建
築
学
科
教
授
 
真
鍋
　
恒
博

13
歳
で
単
身
徒
歩
上
京

維
新
前
夜
の
文
久
三
年
（
一

八
六
三
）、
屋
井

や

い

先
蔵

さ
き
ぞ
う

は
越
後

（
新
潟
県
）
長
岡
藩
の
下
級
武

士
の
子
と
し
て
長
岡
に
生
ま
れ

た
。
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
、

母
や
姉
と
共
に
親
戚
に
身
を
寄

せ
て
暮
ら
し
た
。

十
三
歳
に
な
っ
た
時
、
先
蔵

は
一
大
決
意
を
す
る
。
東
京
へ

出
て
技
術
を
身
に
付
け
、
家
名

を
興
す
こ
と
だ
っ
た
。
反
対
す

る
叔
父
を
説
き
伏
せ
、
九
日
間

歩
き
通
し
て
東
京
へ
出
た
。
そ

し
て
神
田
の
大
き
な
時
計
店
で

丁
稚

で
っ
ち

と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
。

「
時
計
」
は
、
ま
さ
に
文
明
開

花
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。
こ
の

時
代
の
最
先
端
を
行
く
機
械
に

魅
せ
ら
れ
た
先
蔵
だ
っ
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
病
に
倒
れ
、
一

年
半
後
に
は
故
郷
へ
帰
る
。
大

き
な
夢
を
描
い
て
出
て
き
た
少

年
に
は
辛
い
出
来
事
だ
っ
た
。

ふ
る
さ
と
長
岡
に
戻
っ
た
先

蔵
は
、
母
の
手
厚
い
看
護
を
受

け
て
快
復
し
、
長
岡
の
豪
商

「
絹
五
」
で
働
く
こ
と
に
な
る
。

「
絹
五
」
は
、
戊
辰
戦
争
（
一
八

六
八
〜
九
）
の
折
に
は
官
軍
の

本
陣
と
な
り
、
西
園
寺
公
望
が

逗
留
し
て
い
た
と
い
う
立
派
な

構
え
の
商
家
だ
っ
た
。「
絹
五
」

の
主
人
は
、
新
潟
県
村
上
の
お

茶
を
横
浜
や
東
京
築
地
の
居
留

地
の
外
国
商
人
に
売
り
さ
ば
き
、

彼
ら
か
ら
時
計
を
買
い
求
め
て

帰
っ
た
。
銀
座
に
服
部
時
計
店

が
出
店
す
る
以

前
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）に

長
岡
に
は
既
に

時
計
店
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

先
蔵
は
、
こ
の

「
絹
五
」
で
修
理
工
と
し
て
七

年
の
年
季
奉
公
を
す
る
。
し
か

し
修
理
の
仕
事
で
は
飽
き
足
ら

ず
、
先
蔵
は
”
永
久
機
関
“
を

作
ろ
う
と
思
い
立
つ
が
、
基
礎

が
な
い
た
め
失
敗
を
繰
り
返

す
。
そ
し
て
「
や
は
り
東
京
へ

出
て
勉
強
し
、
機
械
の
世
界
に

進
も
う
！
」
と
再
度
心
に
誓
っ

た
。再

び
東
京
へ
出
た
先
蔵
は
、

郷
土
出
身
の
代
議
士
の
家
に
書

生
と
し
て
住
み
込
み
、
夜
間
は

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に

誕
生
し
て
間
も
な
い
東
京
物
理

学
校
（
現
・
東
京
理
科
大
学
）

ひ
ら
め
い
た
が
厚
い
壁

先
蔵
は
、
不
屈
の
精
神
力
が

あ
り
、
苦
境
に
立
つ
と
そ
れ
を

バ
ネ
に
し
て
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
始
め
る
と
い
っ
た
青
年

だ
っ
た
。
こ
の
遅
刻
事
件
を
契

機
に
挑
戦
し
た
の
が
、
電
気
の

作
用
で
数
百
個
の
時
計
が
同
時

刻
を
示
す
「
連
続
電
気
時
計
」

だ
っ
た
。
発
展
し
続
け
る
鉄
道

に
も
郵
便
に
も
、
必
要
と
さ
れ

る
と
確
信
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
さ
に
文
明
開
化
の
必
需

品
！
　
青
年
発
明
家
は
時
代
を

読
み
、
燃
え
た
！

な
も
の
だ
っ
た
。

電
極
は
何
に
す
る
か
？
　
実

験
を
重
ね
て
辿
り
着
い
た
の

に
、
炭
素
棒
の
微
小
な
穴
に
電

解
液
が
染
み
込
み
電
池
を
腐
食

さ
せ
て
し
ま
う
…
…
こ
の
問
題

は
、
三
年
近
く

先
蔵
を
悩
ま
せ

た
。壁

は
、
思
わ

ぬ
出
来
事
か
ら

解
決
を
見
る
。

研
究
室
の
机
に

こ
ぼ
し
た
水
を

ロ
ウ
ソ
ク
の
ロ

ウ
が
流
れ
て
い

た
所
だ
け
弾
い

て
い
る
。
溶
か

し
た
ロ
ウ
で
炭

乾
電
池
の
発
明
者
は
日
本
人
だ
っ
た
 

乾
電
池
の
発
明
者
は
日
本
人
だ
っ
た
 

理
大
ゆ
か
り
の
屋
井
先
蔵
 
テ
レ
ビ
番
組
制
作
会
社
㈱
コ
ス
モ
・
ス
ペ
ー
ス
 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
田
中
　
敦
子

に
通
う
。
同
校
は
誰
で
も
入
学

で
き
る
代
わ
り
、
進
級
が
難
し

か
っ
た
。
先
蔵
は
、
物
理
学
校

に
身
を
置
き
つ
つ
、
職
工
学
校

（
現
・
東
工
大
）
を
受
験
し
た

が
失
敗
。
更
に
一
年
猛
勉
強
を

重
ね
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
が
、

五
分
の
遅
刻
で
受
験
で
き
な
か

っ
た
。
当
時
は
ラ
ジ
オ
も
無
く
、

時
報
も
無
い
。
時
計
も
ど
れ
が

正
し
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
蔵

に
と
っ
て
、
一
大
痛
恨
事
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
も
、
年
齢
制

限
で
、
先
蔵
に
は
最
後
の
受
験

の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

進
学
を
諦
め
、
物
理
学
校
の

職
工
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
夜

も
眠
ら
ず
試
作
に
没
頭
。
完
成

に
こ
ぎ
着
け
る
。
し
か
し
、
彼

が
使
用
し
た
電
池
は
英
化
学
者

の
発
明
し
た
ダ
ニ
エ
ル
電
池
と

同
じ
で
、
電
解
液
を
こ
ま
め
に

変
え
な
け
れ
ば
パ
ワ
ー
が
落
ち

る
し
、
大
き
く
て
持
ち
運
び
に

不
便
だ
っ
た
。

「
も
っ
と
使
い
や
す
い
”
乾

い
た
電
池
“
が
必
要
だ
！
」

―
先
蔵
の
モ
ノ
ヅ
ク
リ
の
心

に
ま
た
ま
た
火
が
つ
い
た
。
基

礎
の
勉
強
を
し
て
い
な
い
先
蔵

に
と
っ
て
、
こ
の
挑
戦
は
苛
酷

が
、
亜
鉛
の
筒
の
マ
イ
ナ
ス
極

と
、
炭
素
棒
に
よ
る
プ
ラ
ス
極

だ
っ
た
。
電
解
液
は
？
　
ス
タ

ー
ト
は
、
海
水
あ
た
り
か
ら
だ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
だ
序
の
口
だ
っ

た
。
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
辿
り

着
く
ま
で
、
ま
た
、
電
解
液
が

マ
ン
ガ
ン
に
染
み
込
ま
な
い
た

め
の
工
夫
、
電
解
液
を
扱
い
や

す
く
す
る
た
め
に
ド
ロ
ド
ロ
に

す
る
に
は
…
…
な
ど
な
ど
。
最

大
の
難
関
は
、
陽
極
の
炭
素
棒

に
電
解
液
を
染
み
込
ま
せ
な
い

方
法
を
見
つ
け
出
す
こ
と
だ
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
ク
リ
ア
し
た
の

素
棒
を
煮
て
、
微
小
の
穴
を
ロ

ウ
で
埋
め
れ
ば
い
い
の
だ
！

世
界
最
初
の
「
乾
電
池
」
が
、

こ
こ
に
完
成
し
た
。
時
に
明
治

二
十
年
（
一
八
八
七
）
、
先
蔵

二
十
四
歳
。

特
許
を
取
ら
な
か
っ
た

昨
今
、
知
的
財
産
（
権
）
の

問
題
は
数
々
の
話
題
を
呼
ん
で

い
る
。
こ
の
大
発
明
の
そ
の
後

を
見
れ
ば
、
誰
し
も
口
惜
し
い

思
い
に
駆
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
当

時
は
特
許
の
重
要
性
が
理
解
さ

れ
ず
、
ま
た
貧
し
い
先
蔵
に
は

特
許
申
請
の
費
用
も
無
か
っ
た
。

こ
の
頃
、
欧
米
各
地
を
巡
っ
て

き
た
大
倉
喜
八
郎
は
、
先
進
各

国
に
も
乾
電
池
は
無
か
っ
た
と

証
言
し
て
い
る
。
大
倉
喜
八
郎

は
、
先
蔵
と
同
郷
の
越
後
出
身

の
実
業
家
で
、
大
倉
財
閥
の
基

礎
を
作
っ
た
人
物
で
あ
る
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

二
十
八
歳
に
な
っ
た
先
蔵
は
所

帯
を
持
ち
、
浅
草
七
軒
町
の
長

屋
に
「
屋
井
乾
電
池
合
資
会
社
」

の
看
板
を
掲
げ
た
。
し
か
し
注

文
は
サ
ッ
パ
リ
無
く
、
清
貧
の

日
々
を
過
ご
す
。
先
蔵
と
そ
の

大
発
明
は
、
時
代
よ
り
少
し
先

を
駆
け
て
い
た
、
と
言
え
る
の

だ
ろ
う
。

失
意
の
先
蔵
に
、
さ
ら
に
無

念
な
こ
と
が
追
討
ち
を
か
け

る
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九

二
）、
ア
メ
リ
カ
の
「
シ
カ
ゴ

万
国
博
覧
会
」
に
日
本
か
ら
地

震
計
が
出
品
さ
れ
、
そ
れ
に
先

蔵
の
乾
電
池
が
使
用
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
万
博
の
二
年
後
、
先

蔵
が
創
っ
た
の
と
全
く
同
じ
乾

電
池
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ

れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
先
蔵
は

「
ド
ラ
イ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
」
と

い
う
そ
の
商
品
名
そ
の
も
の
も

自
分
が
名
付
け
た
「
乾
電
池
」

の
直
訳
だ
と
、
大
い
に
憤
慨
し

た
と
言
う
。

先
蔵
は
、
し
か
し
改
良
を
加

え
続
け
、
そ
の
製
品
は
徐
々
に

認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
日
清
・

日
露
戦
争
を
勝
利
に
導
く
の

に
、
小
型
で
寒
冷
地
で
も
凍
結

し
な
い
屋
井
乾
電
池
が
大
い
に

威
力
を
発
揮
す
る
。
当
時
、
中

国
や
ロ
シ
ア
が
使
っ
て
い
た
蓄

電
池
は
、
寒
冷
地
で
は
電
解
液

が
凍
結
し
て
無
線
が
打
て
な
か

っ
た
。
情
報
戦
で
、
こ
れ
は
決

定
的
な
差
で
あ
っ
た
ろ
う
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
、
近

代
化
を
目
指
す
国
造
り
の
分
野

で
、
屋
井
先
蔵
の
乾
電
池
は
大

活
躍
。
宮
中
茶
話
会
（
大
正
天

皇
の
時
）
に
も
招
か
れ
、
面
目

を
ほ
ど
こ
し
た
。
明
治
と
い
う

極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
時
代
に
、

越
後
の
一
青
年
が
、
困
窮
の
な

か
で
苦
学
し
つ
つ
、
世
界
で
最

初
に
乾
電
池
を
完
成
さ
せ
た
と

い
う
こ
と
は
、
深
い
感
動
を
誘

う
。平

成
の
屋
井
青
年
よ
…

今
日
、
乾
電
池
の
な
い
生
活

は
考
え
ら
れ
ま
い
。
そ
の
端
著

を
開
い
た
の
が
先
蔵
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
代
に
先
駆
け
た
発

明
家
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
、
六
十
四
歳
で
永
眠
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
モ
ノ
を
創
り
出

す
歓
び
は
、
い
つ
の
時
代
に
も

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
し
て
現
在
の
東
京
理
科

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
、
平

成
の
屋
井
青
年
が
き
っ
と
い
る

に
違
い
な
い
。＊

こ
の
先
蔵
の
活
躍
は
、
二
月

二
十
八
日
、
テ
レ
ビ
新
潟
で

「
エ
ジ
ソ
ン
に
な
り
そ
こ
ね
た

男
〜
乾
電
池
の
発
明
者
・
屋
井

先
蔵
〜
」
と
し
て
放
送
さ
れ
た
。

進路（就職）ガイダンス始まる 
～平成18年3月卒業・修了予定者対象～ 

就
職
活
動
の
始
ま
り
に
あ
た

り
、
学
部
三
年
生
お
よ
び
大
学

院
修
士
一
年
生
を
対
象
と
し
た

「
第
一
回
進
路
（
就
職
）
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
を
神
楽
坂
・
野
田
・

久
喜
の
三
校
舎
で
六
月
に
実
施

し
た
＝
写
真
。

今
回
は
「
進
路
に
対
す
る
心

構
え
」
と
題
し
て
、

就
職
活
動
の
基
本
的

概
要
や
就
職
活
動
開

始
ま
で
に
心
掛
け
て

お
く
べ
き
こ
と
な
ど

の
説
明
が
あ
り
、
出

席
し
た
多
く
の
学
生

は
自
己
分
析
や
業

界
・
職
種
・
企
業
研

究
の
方
法
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
訪
問
の
重
要
性

な
ど
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

就
職
課
で
は
今
回

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
皮

切
り
に
、
今
後
就
職

試
験
対
策
模
試
や
就

職
マ
ナ
ー
・
面
接
講

習
会
、
企
業
研
究
セ

ミ
ナ
ー
、
就
職
内
定
者
に
よ
る

就
職
活
動
体
験
報
告
会
な
ど

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
す
る
。
（
就
職
課
）

懐中及び携帯電灯用の屋井電池

宮
中
茶
話
会
出
席
で
正
装
し
た
屋
井
先
蔵
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科
学
研
究
費
補
助
金
（
以
下

「
科
研
費
」）
は
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
け
る
独
創
的
・
先
駆
的

な
研
究
の
発
展
の
た
め
に
給
付

さ
れ
る
助
成
金
で
、
競
争
的
研

究
資
金
の
中
核
と
し
て
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

本
学
の
今
年
度
の
科
研
費
交

付
内
定
件
数
は
百
六
十
八
件

で
、
五
億
一
千
二
百
九
十
二
万

円
の
配
分
を
受
け
た
。

こ
の
交
付
状
況
は
各
研
究
機

関
の
研
究
活
動
水
準
や
研
究
水

準
を
示
す
も
の
で
、
研
究
業
績

を
高
め
る
た
め
に
は
大
変
重
要

で
あ
る
。
今
後
は
、
若
手
教
員

を
中
心
と
し
た
研
究
活
動
の
一

層
の
活
性
化
と
独
創
的
な
研
究

分
野
の
創
出
に
よ
り
、
採
択
件

数
や
採
択
率
を
さ
ら
に
上
げ
る

こ
と
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
科
学
研
究
費
補
助
金

の
適
正
な
使
用
を
確
保
す
る
た

め
、
文
部
科
学
省
は
今
年
度
よ

り
次
の
よ
う
な
新
た
な
方
策
を

実
施
し
て
お
り
、
本
学
で
も
各

教
員
に
適
正
な
使
用
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

１．

大
学
は
、
科
研
費
の
適

正
な
使
用
を
確
保
す
る
た
め

に
、
適
正
な
経
理
管
理
や
不
正

使
用
に
対
す
る
調
査
等
に
つ
い

て
責
任
を
持
っ
て
行
う
。

２．

大
学
は
、
無
作
為
に
抽

出
し
た
研
究
（
全
体
の
概
ね
一

〇
％
）
に
つ
い
て
、
実
際
の
科

研
費
使
用
や
納
品
の
状
況
等
の

事
実
関
係
の
厳
密
な
確
認
な
ど

書
類
上
の
調
査
に
止
ま
ら
ず
、

徹
底
し
た
内
部
監
査
を
行
う
。

３．

不
正
使
用
を
行
っ
た
研

究
代
表
者
の
研
究
分
担
者
に
つ

い
て
も
、
申
請
資
格
を
一
年
間

停
止
す
る
制
度
を
導
入
。

一
、
消
費
収
支
計
算
書

平
成
十
五
年
度
消
費
収
入

は
、
予
算
比
八
億
八
五
九
〇
万

円
増
の
二
七
一
億
八
三
〇
一
万

円
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
消
費
支
出

は
、
予
算
比
五
一
〇
八
万
円
増

の
二
九
二
億
一
二
五
三
万
円
で

あ
り
、
こ
の
結
果
、
二
〇
億
二

九
五
二
万
円
の
支
出
超
過
と
な

っ
た
。
前
年
度
繰
越
消
費
支
出

超
過
額
一
二
億
七
二
六
〇
万
円

に
今
年
度
の
消
費
支
出
超
過
額

を
加
え
て
、
翌
年
度
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
は
、
三
三
億
二
一

二
万
円
と
な
る
。

二
、
資
金
収
支
計
算
書

平
成
十
五
年
度
資
金
収
入

は
、
予
算
比
一
億
五
六
二
万
円

増
の
三
九
四
億
三
三
五
九
万
円

で
あ
り
、
こ
れ
に
前
年
度
繰
越

支
払
資
金
四
二
一
億
二
六
八
〇

万
円
を
加
え
て
、
収
入
の
部
合

計
は
、
八
一
五
億
六
〇
三
九
万

円
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
資
金
支
出

は
、
予
算
比
一
五
億
四
四
六
六

万
円
減
の
三
六
八
億
四
二
二
万

円
で
あ
っ
た
の
で
、
次
年
度
繰

越
支
払
資
金
は
予
算
比
一
六
億

五
〇
二
八
万
円
増
の
四
四
七
億

五
六
一
七
万
円
と
な
り
、
支
出

の
部
合
計
は
、
八
一
五
億
六
〇

三
九
万
円
で
あ
る
。

三
、
貸
借
対
照
表

平
成
十
五
年
度
末
の
資
産
の

部
合
計
は
、
前
年
度
末
比
三
三

億
六
六
九
一
万
円
増
の
一
五
〇

九
億
九
四
七
八
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
負
債
の
部
合
計
は
、

前
年
度
末
比
八
億
一
四
八
九
万

円
減
の
二
三
一
億
七
五
八
〇
万

円
で
あ
る
。

基
本
金
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
比
六
二
億
一
一
三
三
万
円

増
の
一
三
一
一
億
二
一
一
〇
万

円
で
あ
る
。

消
費
収
支
差
額
の
部
合
計

は
、
翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
が
三
三
億
二
一
三
万
円
で

あ
る
。

（
詳
細
は
、http://w

w
w
.tus.ac.

jp/info/sutinfo/kessan.htm
l

）
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本学168件　採択される 本学168件　採択される 
平成16年度　文部科学省科学研究費補助金 

●　本学教員の平成１６年度科学研究費補助金応募状況　● 
区　分 合　計 特定領域 

研　　究 
基盤研究
（S） 

基盤研究
（A） 

基盤研究
（B） 

基盤研究
（C） 

萌　　芽 
研　　究 

若手研究 
（A） 

区　分 合　計 特別推進 
研　　究 

特別推進 
研　　究 

特定領域
研　　究 

基盤研究
（A） 

基盤研究
（B） 

基盤研究
（C） 

萌 芽  
研 究  

若手研究 
（Ａ） 

若手研究 
（B） 

申
請
件
数 

採
択
件
数 

採
択
率
％ 

平　成 
１５年度 

平　成 
１６年度 

若手研究 
（Ｂ） 

新規 
継続 
計 
新規 
継続 
計 
新規 
計 

４２ 
６ 
４８ 
１０ 
６ 
１６ 
２３．８ 
３３．３ 

１ 
０ 
１ 
０ 
０ 
０ 
０ 
０ 

２ 
２ 
４ 
０ 
２ 
２ 
０ 
５０．０ 

６０ 
１６ 
７６ 
１２ 
１６ 
２８ 
２０．０ 
３６．８ 

６ 
０ 
６ 
０ 
０ 
０ 
０ 
０ 

７７ 
３１ 
１０８ 
２２ 
３１ 
５３ 
２８．５ 
４９．０ 

３３９ 
９８ 
４３７ 
７０ 
９８ 
１６８ 
２０．６ 
３８．４ 

１１０ 
３６ 
１４６ 
２２ 
３６ 
５８ 
２０．０ 
３９．７ 

４０ 
６ 
４６ 
４ 
６ 
１０ 
１０．０ 
２１．７ 

（１） 
２４７，０００ 

１ 
１ 
２ 
０ 
１ 
１ 
－ 
５０．０ 

（１７） 
１１１，５００ 

（２） 
２９，６４０ 

（２３） 
１１１，３００ 

（６７） 
９０，９００ 

（８） 
１４，２００ 

（１） 
１，９５０ 

（１６３） 
６６９，２９０ 

（２） 
２５，２２０ 

（１） 
８９，７００ 

（１６） 
９８，３００ 

（２８） 
１３７，６００ 

（５８） 
７８，４００ 

（１０） 
１３，８００ 

（０） 
０ 

（４４） 
６２，８００ 
（５３） 
６９，９００ 

（１６８） 
５１２，９２０ 

［注］①数字は交付内定件数（カッコ内）と金額（単位：千円）②特別推進研究、基盤研究（Ａ）及び若手研究（Ａ）は、間接経費
を含む　③表以外に、山口東京理科大学９件１２，２００千円、諏訪東京理科大学４件４，８００千円が内定している　④平成１６
年度は内定通知に、平成１５年度は決定通知に基づく 

［注］①上記は文部科学省及び日本学術振興会より本学に通知のあった内定一覧をもとに作成しており、転出・辞退・転入・追
加採択者等の加除は行っていない　②新規「特別推進研究」については、現在審査中である 

Ⅰ
種
30
人
合
格 

全
大
学
14
位
・
私
立
5
位 

国
家
公
務
員
試
験 

人
事
院
は
六
月
二
十
一
日
、

平
成
十
六
年
度
国
家
公
務
員
採

用
Ⅰ
種
試
験
の
合
格
者
を
発
表

し
た
。
申
込
者
数
三
万
三
三
八

五
人
（
前
年
度
三
万
一
九
一
一

人
）
に
対
し
、
合
格
者
数
は
一

七
五
六
人
（
同
一
七
五
〇
人
）

と
な
り
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
数

の
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
女

性
の
合
格
者
が
三
〇
四
人
（
前

年
度
二
六
四
人
）
で
過
去
最
高

を
記
録
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

本
学
か
ら
は
三
〇
人
が
合
格
し
、

二
年
連
続
で
三
〇
人
の
大
台
に

達
し
た
。
大
学
別
順
位
で
は
全

大
学
中
十
四
位
、
私
立
大
学
中

五
位
で
あ
る
が
、
理
工
系
区
分

の
み
で
は
全
大
学
中
七
位
、
私

立
大
学
中
一
位
と
い
う
好
結
果

と
な
っ
た
。
ま
た
、
試
験
区
分

別
で
は
、
特
に
数
学
系
区
分
で

五
人
（
前
年
度
一
人
）
が
合
格

し
大
い
に
実
力
を
発
揮
し
た
。

本
学
で
は
次
年
度
に
向
け
て
、

対
策
講
座
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
模

擬
試
験
・
省
庁
説
明
会
な
ど
を

十
月
か
ら
随
時
開
催
し
、
年
間

を
通
し
て
公
務
員
希
望
者
を
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

く
。
こ
れ
ら
の
支
援
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
計
画
的
に
取
り

組
め
ば
、
合
格
は
決
し
て
困
難

で
は
な
い
の
で
、
一
人
で
も
多

く
の
学
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
就
職
資
料
室
に
は
数

多
く
の
資
料
を
揃
え
、
相
談
に

も
随
時
応
じ
て
い
る
の
で
積
極

的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

東 京 大 学  ４９８ 
京 都 大 学  ２２１ 
早稲田大学  １２５ 
慶應義塾大学 ８５ 

東 北 大 学  
７３ 九 州 大 学  
６７ 

北海道大学  ６０ 
東京工業大学 ５０ 

一 橋 大 学  

４６ 

名古屋大学  

４２ 
大 阪 大 学  

３６ 
神 戸 大 学  

３５ 中 央 大 学  
３３ 
３０ 東京理科大学 
３０ 

立命館大学  

　 
順位 大　学　名 合格 

者数 

平成１６年度 
●国家公務員採用Ⅰ種試験● 
大学別最終合格者数 

＊は私立大学を表す 

新
卒
166
人
合
格 

薬
剤
師
国
家
試
験 

第
八
十
九
回
薬
剤
師
国
家
試

験
の
合
格
者
が
四
月
二
十
一

日
、
厚
生
労
働
省
医
薬
局
か
ら

発
表
さ
れ
、
本
学
薬
学
部
で
は

新
卒
者
百
六
十
六
人
が
合
格
し

た
。
合
格
率
は
九
一
・
七
一
％

で
、
国
公
私
立
大
学
の
う
ち
第

八
位
と
な
っ
た
。

本
学
で
は
四
年
次
の
九
月
か

ら
専
任
教
員
に
よ
る
補
習
講
義

を
、
十
月
か
ら
一
月
末
に
か
け

て
試
験
科
目
の
特
別
講
義
や
演

習
を
実
施
す
る
な
ど
薬
剤
師
国

家
試
験
に
向
け
た
対
策
を
行
っ

て
お
り
、
卒
業
研
究
と
平
行
し

て
短
期
間
に
こ
れ
ら
を
消
化
し

た
学
生
の
努
力
と
、
薬
学
部
の

先
生
の
協
力
が
実
を
結
ん
だ
結

果
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
か
ら
受
験
す
る
学
生
は

四
年
次
ま
で
に
十
分
な
学
力
を

つ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
薬

剤
師
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
る
意

義
や
価
値
を
自
覚
し
て
試
験
に

臨
ん
で
欲
し
い
。

◇
　薬剤師国家試験　本学の　

◇
 

　　過去５年間の成績（新卒者） 

第89回 平成15年度 181 166 91.71

第88回 平成14年度 179 163 91.06
第87回 平成13年度 216 203 93.98

第86回 平成12年度 160 140 81.82

第85回 平成11年度 180 168 93.33

受験 
者数 

合格 
者数 

合格率 
（％） 卒業年度 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名 

平成１５年度　資金収支計算書 
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異 

収
入
の
部 

支
出
の
部 

平成１５年度　消費収支計算書 
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異 

消
費
収
入
の
部 

消
費
支
出
の
部 

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減 

貸 借 対 照 表  平成１６年３月３１日 

（ ） 自　平成１５年４月１日 
至　平成１６年３月３１日 

 ２４，７７３，７２７，６００ 
１，６４３，９５４，４８０ 
３７９，９３３，７６０ 
４，１６４，５１６，３５５ 
１０６，３１６，７７０ 
５９７，２００，０００ 
５８９，８０６，５８５ 
８５８，７１２，７７８ 

１６，１７０，９４１，４００ 
７，１８８，０８０，１８３ 

△１７，０３９，６０１，８６９ 
４２，１２６，７９７，４０３ 
８１，５６０，３８５，４４５ 
１５，２０８，５９２，８４９ 
７，６９２，７３１，９５０ 
１，６２４，８５６，５４８ 
６０，３２９，７０４ 
２９５，３００，０００ 
４，６６９，９５８，６７９ 
２，３９６，９３３，７２３ 
３，９９８，５５４，５３８ 
２，１８３，４２１，５５８ 

 
 

１，３２６，４６１，９５１ 
４４，７５６，１６７，８４７ 
８１，５６０，３８５，４４５ 

学生生徒等納付金収入 
手数料収入 
寄付金収入 
補助金収入 
資産運用収入 
資産売却収入 
事業収入 
雑収入 
前受金収入 
その他の収入 
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 
収入の部合計 
人件費支出 
教育研究経費支出 
管理経費支出 
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施設関係支出 
設備関係支出 
資産運用支出 
その他の支出 
〔予　備　費〕 
 
資金支出調整勘定 
次年度繰越支払資金 
支出の部合計 

８４，６０９，６００ 
１８，６８９，４８０ 
５６，０３３，７６０ 
２９５，５３５，６４５ 
８，５７１，２３０ 

０ 
２１８，１４６，５８５ 
４，５６９，２２２ 

５０３，６３７，４００ 
３０２，３６１，８１７ 
１６４，４６３，８６９ 

 
１０５，６１５，０４２ 
１５７，６５８，８４９ 
４８２，２３２，０５０ 
　９４，７１２，５４８ 

２９６ 
０ 

４８１，３８８，３２１ 
３７，１７３，２７７ 
１５３，５２５，４６２ 
１２５，４４６，４４２ 

 
０ 

５１７，２６７，９５１ 
１，６５０，２７７，４４４ 
１０５，６１５，０４２ 

２４，６８９，１１８，０００ 
１，６２５，２６５，０００ 
３２３，９００，０００ 
４，４６０，０５２，０００ 
１１４，８８８，０００ 
５９７，２００，０００ 
３７１，６６０，０００ 
８６３，２８２，０００ 

１５，６６７，３０４，０００ 
７，４９０，４４２，０００ 
１６，８７５，１３８，０００ 
４２，１２６，７９７，４０３ 
８１，４５４，７７０，４０３ 
１５，０５０，９３４，０００ 
８，１７４，９６４，０００ 
１，５３０，１４４，０００ 
６０，３３０，０００ 
２９５，３００，０００ 
５，１５１，３４７，０００ 
２，４３４，１０７，０００ 
４，１５２，０８０，０００ 
２，３０８，８６８，０００ 
（３００，０００，０００） 

０ 
　８０９，１９４，０００ 
４３，１０５，８９０，４０３ 
８１，４５４，７７０，４０３ 

（単位：円） 

（単位：円） 

（単位：円） 

（ ） 自　平成１５年４月１日 
至　平成１６年３月３１日 

 ２４，７７３，７２７，６００ 
１，６４３，９５４，４８０ 
６５４，２６５，０５６ 
４，１６４，５１６，３５５ 
１０６，３１６，７７０ 
５９５，２３０，８０３ 
５８９，８０６，５８５ 
８６６，５２２，７９５ 

３３，３９４，３４０，４４４ 
△　６，２１１，３２９，１８４ 
２７，１８３，０１１，２６０ 
１５，１５９，４４４，７０４ 
１１，８８５，６４１，４２７ 
１，７０３，６１２，１９３ 
６０，３２９，７０４ 
４０１，７０６，８０３ 
１，８００，０００ 

 
 

２９，２１２，５３４，８３１ 
２，０２９，５２３，５７１ 
１，２７２，６０２，７７１ 
３，３０２，１２６，３４２ 

学生生徒等納付金 
手数料 
寄付金 
補助金 
資産運用収入 
資産売却差額 
事業収入 
雑収入 
帰属収入合計 
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 
人件費 
教育研究経費 
管理経費 
借入金等利息 
資産処分差額 
徴収不能免除額 
〔予　備　費〕 
 
消費支出の部合計 
当年度消費支出超過額 
前年度繰越消費支出超過額 
翌年度繰越消費支出超過額 

８４，６０９，６００ 
１８，６８９，４８０ 
８９，５１２，０５６ 
２９５，５３５，６４５ 
８，５７１，２３０ 

８０３ 
２１８，１４６，５８５ 
３，２４０，７９５ 

１１０，０９２，４４４ 
７７５，８０３，８１６ 
８８５，８９６，２６０ 
１０８，５１０，７０４ 
５４６，５７５，５７３ 
８５，６３４，１９３ 

２９６ 
４０１，７０６，８０３ 
１，８００，０００ 

 
０ 

５１，０７５，８３１ 

２４，６８９，１１８，０００ 
１，６２５，２６５，０００ 
５６４，７５３，０００ 
４，４６０，０５２，０００ 
１１４，８８８，０００ 
５９５，２３０，０００ 
３７１，６６０，０００ 
８６３，２８２，０００ 

３３，２８４，２４８，０００ 
６，９８７，１３３，０００ 
２６，２９７，１１５，０００ 
１５，０５０，９３４，０００ 
１２，４３２，２１７，０００ 
１，６１７，９７８，０００ 
６０，３３０，０００ 

０ 
０ 

（３００，０００，０００） 
０ 

２９，１６１，４５９，０００ 
２，８６４，３４４，０００ 
１，２７２，６０２，７７１ 
４，１３６，９４６，７７１ 

 １０４,５４１,００４,６３６ 
８８,７７２,４６２,４２６ 
１５,７６８,５４２,２１０ 
４３,０８６,８６１,３９４ 
１４７,６２７,８６６,０３０ 
５,７０４,６３９,０２５ 
１８,２８６,０５６,３８４ 
２３,９９０,６９５,４０９ 
１１４,６０８,７７３,３９２ 
８,５００,０００,０００ 
１００,０００,０００ 
１,７０１,０００,０００ 

１２４,９０９,７７３,３９２ 
１,２７２,６０２,７７１ 

 
１４７,６２７,８６６,０３０ 

固定資産 
　　有形固定資産 
　　その他の固定資産 
流動資産 
 
固定負債 
流動負債 

 
第１号基本金 
第２号基本金 
第３号基本金 
第４号基本金 

 
 
 

５６２,９１８,７８６ 
２,６６５,０７５,５６７ 
２,１０２,１５６,７８１ 
２,８０３,９９５,２５９ 
３,３６６,９１４,０４５ 
３９９,５１２,９９１ 
４１５,３７８,５７７ 
８１４,８９１,５６８ 
６,２１１,３２９,１８４ 

０ 
０ 
０ 

６,２１１,３２９,１８４ 
２,０２９,５２３,５７１ 

 
３,３６６,９１４,０４５ 

１０５,１０３,９２３,４２２ 
９１,４３７,５３７,９９３ 
１３,６６６,３８５,４２９ 
４５,８９０,８５６,６５３ 
１５０,９９４,７８０,０７５ 
５,３０５,１２６,０３４ 
１７,８７０,６７７,８０７ 
２３,１７５,８０３,８４１ 
１２０,８２０,１０２,５７６ 
８,５００,０００,０００ 
１００,０００,０００ 
１,７０１,０００,０００ 

１３１,１２１,１０２,５７６ 
３,３０２,１２６,３４２ 

 
１５０,９９４,７８０,０７５ 

資産の部合計  

負債の部合計  

基本金の部合計  
消費収支差額の部合計 
負債の部、基本金の部 
および消費収支差額の部合計 

△
△
△ 
　 
 
 
△ 
 
△ 
 
 
 
△ 
△ 
 
△ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
 
 

△
△
△ 
 
 
△
△
△
△
△
△
△ 
 
△ 
 
△
△ 
 
 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
 

 
 
△ 
 
 
△ 
△ 
△ 
 
 
 
 
 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 

平
成
15
年
度
　

決
算
報
告 

平
成
15
年
度
　

決
算
報
告 

学
校
法
人 

東
京
理
科
大
学 

【
同
　
窓
】

◇
金
三
百
万
円

森
野
　
義
男
様

（
森
野
様
累
計
七
百
五
拾
万
円
）

◇
金
壱
百
五
拾
万
円

沓
澤
虔
太
郎
様

◇
金
壱
百
万
円

諏
訪
部
充
弘
様

◇
金
五
拾
万
円

植
木
　
　
博
様

江
田
　
五
男
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
万
円

赤
木
　
　
寛
様

内
田
　
憲
一
様

倉
又
　
正
雄
様

（
倉
又
様
累
計
弐
拾
万
円
）

b
橋
　
克
彰
様

福
永
　
健
一
様

真
鍋
健
太
郎
様

矢
内
原
勝
男
様

匿
名
　
　
二
名

◇
金
五
万
円

天
海
　
勝
江
様

石
曾
根
誠
一
様

石
原
　
一
三
様

沖
　
　
俊
之
様

小
澤
　
洋
一
様

小
村
　
英
智
様

汐
崎
　
郁
代
様

白
濱
　
　
傳
様

園
部
　
晃
弘
様

田
中
　
理
房
様

野
村
賢
太
郎
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
参
万
円

田
中
　
　
実
様

渡
邊
　
一
郎
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
弐
万
円

青
木
　
　
光
様

平
塚
　
正
好
様

増
木
　
為
行
様

◇
金
壱
万
円

相
澤
　
興
二
様

河
野
　
秀
昭
様

匿
名
　
　
一
名

【
父
母
・
保
証
人
】

◇
金
壱
拾
万
円

岡
田
　
邦
男
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
万
円

榎
本
　
　
勇
様

平
野
　
哲
雄
様

匿
名
　
　
一
名

【
一
　
般
】

◇
金
六
百
五
拾
万
円

森
野
　
　
茂
様

（
森
野
様
累
計
八
百
万
円
）

【
元
教
職
員
】

◇
金
五
万
円

伊
藤
　
光
男
様

服
部
　
政
明
様

【
教
職
員
】

◇
金
弐
百
万
円

重
倉
　
祐
光
様

◇
金
壱
百
弐
拾
万
円

小
出
　
直
之
様

◇
金
六
拾
五
万
円

山
田
　
俊
彦
様

◇
金
六
拾
万
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
拾
万
円

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま

す
。
今
回
は
、
二
〇
〇
四
年
二
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
四
年
四

月
三
十
日
ま
で
に
お
振
込
み
頂
い
た
分
で
す
。
な
お
、
二
〇

〇
三
年
十
一
月
〜
二
〇
〇
四
年
十
二
月
ま
で
に
給
与
等
控
除

に
よ
る
寄
付
を
頂
い
た
教
職
員
の
方
々
は
、
二
〇
〇
五
年

「
学
報
」
一
月
号
に
一
括
掲
載
い
た
し
ま
す
。
二
〇
〇
五
年

以
降
に
つ
い
て
は
、
年
に
一
回
一
年
分
（
一
月
〜
十
二
月
）

の
寄
付
合
計
額
を
毎
翌
年
「
学
報
」
一
月
号
に
一
括
掲
載
い

た
し
ま
す
。
ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す

が
、
区
分
で
重
複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
及
び

同
募
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

東
京
理
科
大
学
周
年
記
念
事
業
事
務
室
　
℡
〇
三
・
五
二

二
八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:w
ttp://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

浅
部
　
喜
博
様

安
蒜
　
英
雄
様

上
村
　
　
洸
様

木
村
　
正
弘
様

向
後
　
保
雄
様

齊
藤
　
　
進
様

塚
越
　
幹
郎
様

長
坂
　
啓
吾
様

藤
代
　
博
記
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
万
円

磯
脇
　
一
男
様

加
藤
　
政
雄
様

塚
本
　
良
道
様

矢
原
　
　
淳
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
参
万
弐
千
円

三
井
田
陸
郎
様

◇
金
弐
万
円

西
村
　
行
正
様

◇
金
壱
万
円

河
村
　
　
洋
様

高
原
　
　
光
様

〇
入
金
額

弐
千
四
百
五
拾
五
万
弐
千
円

（
七
十
八
名
）

〇
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十
一

月
一
日
〜
〇
四
年
四
月
三
十
日
）

五
千
参
百
四
拾
九
万
弐
千
円

（
二
百
二
十
二
名
）

岡
沢
　
　
登
様

佐
藤
　
　
毅
様

山
下
　
　
正
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
参
拾
万
円

池
北
　
雅
彦
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
弐
拾
五
万
円

児
島
　
　
紘
様

◇
金
弐
拾
万
円

小
石
　
真
純
様

◇
金
壱
拾
万
円
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本
学
は
、
平
成
七
年
四
月
に

東
京
理
科
大
学
山
口
短
期
大
学

を
改
組
転
換
し
、
山
口
東
京
理

科
大
学
と
し
て
開
学
し
て
今
年

で
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今

後
、
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
を

遂
げ
る
た
め
、
十
周
年
記
念
企

画
と
し
て
、
以
下
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

◇
創
立
十
周
年
記
念
誌
作
成

◇
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
作
成
（
学

内
公
募
で
右
下
図
に
決
定
）

◇
十
周
年
記
念
講
演
会
の
開
催

（
８
月
１
日
）

◇
十
周
年
記
念
式
典
の
開
催

（
10
月
23
日
）

な
お
、
十
周
年
記
念
講
演
会

で
は
、
二
〇
〇
二
年
度
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
受
賞
の
小
柴
昌
俊

博
士
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

を
お
招
き
し
、
下
記
の
と
お
り

講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
入
場

無
料
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
ま
す
。

【
十
周
年
記
念
講
演
会
】

▽
日
時
：
８
月
１
日（
日
）13
：

00
〜
14
：
30

▽
会
場
：
宇
部
全
日
空
ホ
テ
ル

▽
演
題
：
「
や
れ
ば
、
で
き
る
」

＊
詳
細
は
本
学
庶
務
課
ま
で

（
℡
０
８
３
６
・
８
８
・
４

５
０
４)

第
三
十
一
回
全
国
学
生
パ
ワ

ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

が
五
月
三
十
日（
日
）に
東
京
大

学
で
開
催
さ
れ
、
本
学
の
パ
ワ

ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
か
ら
67
･

5
kg
級
に
物
質
・
環
境
工
学
科

三
年
生
の
清
水
雄
一
君
が
、
75

kg
級
に
同
学
科
三
年
生
の
市
川

優
君
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
好

成
績
を
収
め
た
。
両
君
は
、
先

に
開
催
さ
れ
た
九
州
学
生
パ
ワ

ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

で
そ
れ
ぞ
れ
一
位
に
輝
き
、
全

国
大
会
出
場
権
を
獲
得
。
九
州

地
区
（
山
口
県
を
含
む
）
代
表

と
し
て
出
場
し
た
。

当
日
は
各
階
級
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
67
･
5
kg
級
で

清
水
君
は
、
最
終
種
目
の
デ
ッ

ド
リ
フ
ト
で
逆
転
を
狙
い
三
位

入
賞
を
目
指
し
た
が
、
惜
し
く

も
失
敗
。
そ
れ
で
も
五
位
に
入

賞
す
る
大
健
闘
。
75
kg
級
の
市

川
君
は
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し

九
位
の
成
績
だ
っ
た
。

創
立
三
年
目
で
全
国
大
会
出

場
は
、
ま
さ
に
快
挙
。
部
員
た

ち
は
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
や
ベ

ン
チ
プ
レ
ス
大
会
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
上
位
入
賞
を
果
た

し
て
い
る
。
今
年
は
有
望
な
一

年
生
が
数
人
入
部
し
、
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

開
学
10
周
年 

開
学
10
周
年 

さ
ら
に
飛
躍
を 

さ
ら
に
飛
躍
を 

小
柴
昌
俊
博
士 

講
演
会
な
ど 
各
種
記
念
事
業
実
施 

２
選
手
、九
州
代
表
で
活
躍 

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
学
生
選
手
権 

「キャリア」と「ＦＤ」実践講義 
東田晋三教授を迎え講演会 

恒例　オープンキャンパス　開催します 恒例　オープンキャンパス　開催します 
～スゴイ！　先端技術を体験できちゃう！～ 

＜お問い合わせ先：　0836-88-3500＞ 

＊開催日：７月25日（日）（２回目は10月９日（土）） 

◇キャンパス見学（参加自由） 
　開催時間　11：00～16：00 
　　　＜実施内容＞ 
① 研究室紹介 
② 模擬授業 
③ 模擬実験 
④ コンピュータ体験 
⑤ インターネットコーナー 
⑥ 先パイと語りあおう！ 
⑦ なんでも相談コーナー 
⑧ 資料配付コーナー 
⑨ 学食体験 
⑩ キャンパスツアー 

◇先端技術体験学習（予約制） 
　開催時間　11：00～12：30 
　　　＜体験学習テーマ＞ 
① １＋１＝10？ 
② 透明電極を作る 
③ コンピュータグラフィックス 
④ ナノテク最前線2004 
⑤ 排ガスに含まれる有害物質の検出 
⑥ 人工光合成を目指したナノテクノロジー 
⑦ 生体超分子の立体構造 
⑧ アゾ染料で絹地を染めてみませんか？ 
⑨ 不思議な化学反応の世界 

五
月
二
十
日（
木
）「
キ
ャ
リ

ア
」
な
ら
び
に
「
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
の
略
。
教
員
が
授
業
内

容
・
方
法
を
改
善
し
、
向
上
さ

せ
る
た
め
の
組
織
的
な
取
り
組

み
）」
に
関
す
る
講
演
会
が
開

催
さ
れ
た
。
講
演
者
は
龍
谷
大

学
社
会
学
部
の
東
田
晋
三
教

授
。
東
田
教
授
は
長
年
の
企
業

経
験
の
中
で
、
企
業
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
大
学
の
教
育
手
法
に

取
り
入
れ
る
こ
と
に
着
手
し
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
で
シ
ニ
ア
リ

サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
研
究

活
動
に
携
わ
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
第
一
人
者
。
前
任
の
大
阪

国
際
学
園
で
は
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
学
生

の
視
点
に
立
ち
、
主
体
性
を
育

む
そ
の
教
育
手
法
は
多
く
の
大

学
関
係
者
に
知
ら
れ
て
い
る
。

当
日
は
、
初
め
に
学
生
対
象

に
「
キ
ャ
リ
ア
・
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
の
立
て
方
」
を
開
催
し
、
約

二
百
五
十
人
の
学
生
、
教
職
員

が
聴
講
し
た
。
東
田
教
授
は
講

演
中
、
壇
上
か
ら
降
り
て
学
生

に
語
り
か
け
、
学
生
参
加
型
の

講
義
を
実
践
し
て
示
し
た
＝
写

真
。
続
い
て
教
職
員
対
象
の
Ｆ

Ｄ
講
演
会
「
学
生
を
エ
ン
カ
レ

ッ
ジ
す
る
教
育
手
法
」
で
は
、

良
い
講
義
の
あ
り
方
、
学
生
と

の
接
し
方
に
関
す
る
基
本
姿
勢

な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
約
四
十

人
の
教
職
員
が
傾
聴
し
た
。

本
学
で
は
、
本
年
度
よ
り
Ｆ

Ｄ
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
教
育
改

革
の
柱
と
し
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
も
、
講
演
会
は
意
義
深
い

内
容
で
あ
っ
た
。

10周年記念シンボルマーク

小柴昌俊博士講演会ポスター

67
・
５
㎏
級
５
位
の
清
水
雄
一
君

75
㎏
級
９
位
の
市
川
優
君

もう夢中！科学で遊ぶ もう夢中！科学で遊ぶ 
茅野市こどもまつりに初参加 茅野市こどもまつりに初参加 

一番は誰だ？－レース結果に注目のミニ四駆レース－

身近な材料を使っての工作はお母さん達にも好評

六
月
十
三
日（
日
）「
第
二
十

三
回
茅
野
市
こ
ど
も
ま
つ
り
」

が
、
茅
野
市
永
明
小
学
校
体
育

館
や
茅
野
地
区
セ
ン
タ
ー
等
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
本
学

か
ら
も
ホ
ビ
ー
部
（
部
長
‥
本

道
慎
哉
君
・
機
械
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
工
学
科
二
年
）
が
参
加

し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
次
代
の
担
い

手
で
あ
る
子
供
た
ち
に
挑
戦
や

遊
び
の
場
を
提
供
し
、
家
族
が

集
い
、
感
動
や
共
感
を
も
っ
て

過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
、
茅
野

市
・
茅
野
市
教
育
委
員
会
が
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
本
学
か

ら
の
参
加
は
今
回
が
初
め
て
。

会
場
で
は
、
鉄
道
模
型
や
手

作
り
ク
ッ
キ
ー
、
ス
ラ
イ
ム
や

万
華
鏡
づ
く
り
、
人
形
劇
な
ど

二
十
を
越
え
る
催
し
物
が
行
わ

れ
、
本
学
ホ
ビ
ー
部
は
ミ
ニ
四

駆
レ
ー
ス
や
水
笛
づ
く
り
、
手

作
り
モ
ー
タ
ー
製
作
、
炭
素
棒

を
使
っ
た
マ
イ
ク
製
作
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
醤
油
差
し
を
使
っ

た
水
圧
実
験
、
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー

実
演
な
ど
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
小

学
生
ま
で
の
親
子
連
れ
な
ど
千

六
百
人
を
越
え
る
来
場
者
で
、

会
場
は
熱
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

た
。
ホ
ビ
ー
部
ブ
ー
ス
に
は
、

八
十
人
を
越
え
る
子
供
た
ち
が

訪
れ
、
実
験
や
レ
ー
ス
に
夢
中

に
な
っ
て
い
た
。

写
真
フ
ィ
ル
ム
の
空
き
ケ
ー

ス
と
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
た
水
笛

づ
く
り
に
は
、
女
の
子
を
中
心

に
二
十
人
以
上
が
参
加
。
ハ
サ

ミ
や
ホ
チ
キ
ス
を
使
っ
て
、
ケ

ー
ス
の
蓋
の
穴
あ
け
や
ス
ト
ロ

ー
の
切
り
込
み
づ
く
り
な
ど
、

細
か
い
作
業
に
苦
労
し
な
が
ら

完
成
し
、
笛
か
ら
小
鳥
の
鳴
き

声
が
上
手
に
聞
こ
え
る
と
大
き

な
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
た
。

今
回
は
初
参
加
で
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
大
学
づ
く
り
を
目

指
す
本
学
と
し
て
も
、
祭
り
を

大
い
に
盛
り
上
げ
る
の
に
一
役

を
か
う
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
ビ

ー
部
で
は
、
今
後
も
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、
こ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

新入生歓迎　立食パーティー 
四
月
九
日（
金
）、
理
大
祭
実

行
委
員
会
主
催
に
よ
る
新
入
生

歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。

開
学
以
来
、
新
入
生
歓
迎
会

は
ク
ラ
ブ
部
長
会
主
催
で
行
わ

れ
て
い
た
が
、
今
年
度
は
理
大

祭
実
行
委
員
会
が
企
画
立
案
を

行
い
、
初
め
て
の
立
食
パ
ー
テ

ィ
ー
形
式
で
開
催
さ
れ
た
＝
写

真
。入

学
式
か
ら
四
日
目
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
新
入
生
達
は
や

や
緊
張
の
面
持
ち
だ
っ
た
が
、

時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
先

輩
や
同
期
生
と
も
打
ち
解
け
、

互
い
に
交
流
を
深
め
て
い
た
。

各
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活

動
紹
介
で
は
、
軽
音
楽
部
や
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
に
よ
る
演
奏
が

行
わ
れ
た
他
、
演
劇
部
か
ら

は
、
発
声
と
滑
舌
の
教
材
と
し

て
有
名
な
早
口
言
葉
「
う
い
ろ

う
売
り
」
の
発
表
が
あ
っ
た
り
、

ホ
ビ
ー
部
か
ら
は
、
卵
約
二
十

個
分
を
使
っ
た
手
作
り
の
巨
大

プ
リ
ン
や
巨
大
ゼ
リ
ー
が
振
舞

わ
れ
、
新
入
生
か
ら
大
き
な
拍

手
が
沸
い
て
い
た
。

平
成
15
年
度
　

学
業 

成
績
優
秀
者
　

表
彰 

五
月
十
五
日（
月
）、
平
成
十
五
年
度
の
学
業

成
績
優
秀
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
学
生

表
彰
は
、
学
生
生
活
の
充
実
と
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
今
回
、
初
め
て
実
施
さ
れ

た
。
表
彰
式
に
は
、
各
学
科
よ
り
推
薦
を
受
け

た
十
八
人
が
出
席
し
、
重
倉
学
長
よ
り
、
一
人

一
人
に
表
彰
状
及
び
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
た
。

重
倉
学
長
か
ら
「
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
今
後
も
さ
ら
に
勉
学
に
励
ん
で
欲
し
い
」

と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
＝
写
真
は
受
賞
者
た
ち

◇　平成15年度　学業成績優秀者　◇ 
▼電子システム工学科 

※学年は平成15年度 

高田　幸彦 
本部　　諒 
柳澤　弘章 

▼機械システムデザイン工学科 
岡宮　健太 
鈴木　智洋 
藤田　峻平 

▼経営情報学科 
栗山　裕之 
小林　　豊 
山崎なつみ 

青嶌　剛嗣 
村田　浩士 
若林　隆文 

大嶋　一徳 
久保木佳昭 
牧野内玲子 

伊藤　美香 
宮入　浩子 
横山　真大 

１
年 

２
年 

１
年 

２
年 

１
年 

２
年 
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火
曜
日
午
後
二
時
三
十
分
６

２
３
教
室
。
理
学
部
第
一
部
物

理
学
科
「
量
子
力
学
（
二
）」

の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
教
室

で
あ
る
。
一
歩
足
を
踏
み
入
れ

る
と
静
け
さ
と
と
も
に
強
い
緊

張
感
が
漂
っ
て
く
る
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
説
明
、
計
算
、
質

問
、
そ
の
他
授
業
の
全
て
が
英

語
で
行
わ
れ
て
い
る
。
講
師
は

カ
ナ
ダ
・
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学

名
誉
教
授
のR

.K
.B
haduri

博
士
。
教
授
の
話
す
言
葉
を
聞

き
漏
ら
す
ま
い
と
集
中
す
る
学

生
が
、
そ
の
緊
張
感
を
か
も
し

出
し
て
い
た
。

か
ね
て
か
ら
、
①
科
学
に
お

け
る
共
通
言
語
と
し
て
の
英
語

の
必
要
性
、
②
積
極
的
に
学
ぶ

姿
勢
を
要
求
す
る
欧
米
大
学
型

授
業
の
導
入
、
③
国
際
感
覚
の

涵
養

―
等
を
意
図
し
て
、
専

門
科
目
の
講
義
に
外
国
人
教
員

を
採
用
し
た
い
と
い
う
考
え
が

物
理
学
科
に
あ
っ
た
。

折
し
も
、
物
理
学
科
と
交
流

が
あ
る
、
著
名
な
原
子
核
理
論

物
理
学
者
で
あ
るB

haduri

博
士
が
二
〇
〇
二
年
に
定
年
を

迎
え
、
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
の

名
誉
教
授
に
な
ら
れ
た
。「
理

科
大
学
で
授
業
を
持
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
」
の
呼
び
か
け
に

「
指
導
し
て
い
る
博
士
課
程
の

学
生
が
修
了
す
る
二
〇
〇
四
年

春
な
ら
」
と
い
う
博
士
の
答
が
、

物
理
学
科
の
考
え
を
一
気
に
現

実
的
な
も
の
に
し
た
。

こ
と
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ

て
一
番
頭
を
悩
ま
せ
た
の
は
経

費
で
あ
る
。
研
究
中
心
に
配
分

さ
れ
て
い
た
学
内
資
金
を
教
育

に
向
け
た
い
と
い
う
学
長
方
針

も
あ
り
、
学
部
長
手
持
ち
金
を

拠
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
こ

れ
も
解
決
し
た
。
そ
し
て
、
今

春B
haduri

博
士
が
来
日
し
、

本
学
初
の
こ
の
試
み
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
で
あ
る
。

授
業
はB

haduri

博
士
が

準
備
し
た
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て

行
わ
れ
る
。
基
本
事
項
の
解
説

が
あ
り
、
例
題
が
解
か
れ
る
。

一
、
二
回
の
講
義
の
後
に
与
え

ら
れ
る
宿
題
を
Ｔ
Ａ
（
授
業
補

助
の
大
学
院
生
）
が
数
日
で
採

点
し
、
正
解
と
と
も
に
返
却
す

る
。
ほ
ぼ
一
カ
月
ご
と
に
小
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
、
採
点
さ
れ
た

答
案
が
解
答
と
と
も
に
一
週
間

後
に
返
却
さ
れ
る
。
積
極
的
に

学
ぶ
姿
勢
が
な
け
れ
ば
つ
い
て

い
け
な
い
。
学
生
は
自
分
た
ち

の
甘
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
だ

ろ
う
が
、
授
業
の
準
備
に
全
力

を
尽
く
す
博
士
の
姿
勢
か
ら
教

員
も
ま
た
多
く
を
学
ん
で
い
る
。

開
始
二
カ
月
後
に
行
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
興
味
深

い
。
九
二
％
の
学
生
が
英
語
の

聞
き
取
り
に
難
し
さ
を
感
じ
る

と
答
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
七

九
％
も
の
学
生
が
こ
の
試
み
を

評
価
し
、
そ
の
多
く
が
今
後
継

続
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
困
難
を
感
じ
る
一

方
で
、
自
分
た
ち
に
必
要
な
も

の
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
身
に
つ

け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
そ
こ
に

見
え
る
。
物
理
学
科
の
学
生
と

教
員
は
、
こ
の
新
し
い
試
み
の

副
産
物
と
し
て
貴
重
な
も
の
を

手
に
入
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

肥
満
を
抑
制
す
る
特
定
保
健
用
食
品

が
最
近
、
消
費
者
の
間
で
人
気
の
マ
ト

に
な
っ
て
い
る
。
花
王
の
「
エ
コ
ナ
」

も
肥
ら
な
い
食
用
油
と
し
て
、
脚
光
を

浴
び
る
が
、
島
崎
さ
ん
は
一
九
九
五
年

頃
か
ら
花
王
と
共
同
研
究
し
て
、
こ
の

商
品
を
開
発
（
九
七
年
に
論
文
）
し
、

い
ま
花
王
は
こ
の
世
界
特
許
を
持
つ
。

商
品
名
エ
コ
ナ
は
ジ
ア
シ
ル
グ
リ
セ

ロ
ー
ル
と
い
い
、
従
来
の
食
料
油
の
製

造
で
は
、
不
純
物
と
し
て
捨
て
ら
れ
て

き
た
。
こ
の
油
に
花
王
が
注
目
し
、
島

崎
さ
ん
は
研
究
室
で
、
花
王
の
若
い
男

女
社
員
十
数
人
に
従
来
の
油
と
新
し
い

油
を
そ
れ
ぞ
れ
飲
ん
で
も
ら
い
、
一
時

間
ご
と
に
採
血
し
て
調
べ
る
な
ど
し

た
。こ

の
結
果
、
食
べ
た
油
が
血
中
に
出

て
く
る
量
が
従
来
の
油
よ
り
二
割
が
た
、

少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
ジ

ア
シ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
が
、
体
内
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
貯
え
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
燃
焼
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
肥
満
に
な
り
に
く
い
食
用
油

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ
。
ま
た

島
崎
さ
ん
は
、
同
社
の
緑
茶
飲

料
ヘ
ル
シ
ア
の
研
究
開
発
に
も

た
ず
さ
わ
っ
た
。

島
崎
さ
ん
は
中
学
か
ら
始
め

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
頭
角
を
表

し
、
セ
ッ
タ
ー
と
し
て
活
躍
、

高
知
県
大
会
で
も
チ
ー
ム
は
優

勝
し
た
。
工
業
高
校
を
卒
業
の

際
に
体
育
系
大
学
か
ら
誘
い
も

あ
っ
た
が
、
研
究
が
好
き
で
、

地
元
の
鉄
砲
を
造
る
会
社
に
就
職
し
た
。

と
こ
ろ
が
一
度
し
か
な
い
人
生
、
こ
れ

で
よ
い
の
か
と
、
自
問
す
る
よ
う
に
な

る
。
上
司
の
激
励
も
あ
り
、
半
年
で
会

社
を
辞
め
た
。
そ
し
て
千
葉
大
工
業
短

大
の
夜
間
機
械
科
に
入
学
し
た
。

バ
イ
ト
を
し
よ
う
と
し
、
二
十
歳
の

時
に
校
内
で
見
た
一
枚
の
「
募
集
」
の

張
り
紙
が
、
今
の
島
崎
さ
ん
の
人
生
を

決
め
た
と
い
え
る
。
バ
イ
ト
先
は
東
大

医
学
部
で
、
血
清
学
の
実
験
助
手
だ
っ

た
。
そ
し
て
原
一
郎
教
授
に
出
会
う
。

千
葉
大
に
夜
は
学
び
な
が
ら
、
昼
は
東

大
の
「
大
学
院
」
で
学
ぶ
感
じ
だ
っ
た
。

夜
間
短
大
は
三
年
制
、
こ
の
あ
と
東
京

理
科
大
の
化
学
科
二
部
に
入
っ
た
。

東
大
に
通
っ
た
バ
イ
ト
の
七
年
間

に
、
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
で
論
文

五
本
を
書
い
た
。
理
科
大
卒
業
後
、
ミ

ネ
ソ
タ
大
学
に
四
年
間
留
学
し
、
帰
国

し
て
帝
京
大
の
助
手
に
な
っ
た
。

理
科
大
時
代
、
部
活
は
バ
レ
ー
部
に

属
す
る
一
方
、
仲
間
と
同
人
誌
を
や
っ

た
。
そ
れ
が
後
々
の
論
文
の
作
成
に
非

常
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

現
在
、
日
本
油
化
学
会
の
理

事
、
編
集
委
員
長
を
務
め
る
。

会
誌
は
ほ
と
ん
ど
英
文
だ
が
、

こ
れ
は
島
崎
さ
ん
が
か
か
わ
っ

て
か
ら
。
日
本
語
論
文
も
あ
る

が
、
研
究
要
旨
は
す
べ
て
英
文

に
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

対
応
し
て
「
世
界
へ
即
発
信
」

を
心
掛
け
た
た
め
だ
。

（
Ｋ
）

花王エコナの共同開発で坊っちゃん賞 
いま、日本油化学会理事を務める 島崎　弘幸さん 

★略歴（しまさき・ひろゆき）1945年高
知市生まれ。68年千葉大工業短期大学部機
械科を、72年に東京理科大学理学部２部化
学科を卒業。73－77年ミネソタ大学に留学。
現在、帝京大医学部助教授。理窓博士会の
第１回坊っちゃん賞（1999）を「油化学・
老化と脂質栄養学への寄与」で受賞。

全
英
語「
量
子
力
学
」
授
業 

全
英
語「
量
子
力
学
」
授
業 

本
学
初
　B

h
a
d
u
ri

博
士
迎
え
て 

理一・物理 
学生に好評 

  

 

  
 

 

 
 

   

 

－　最先端技術への招待　－ 

8月５日（木） 
【神楽坂キャンパス】 

11：00～16：30 
入退場自由 

8月６日（金） 
【野田キャンパス】 

10：00～16：30 
入退場自由 

7月1７日（土） 
【久喜キャンパス】 

13：00～17：00 
入退場自由 

●模擬実験／模擬講義／公開演習 
●入試概要説明／進路状況説明 
●資料・入試問題配布 

●個別進学相談 
●研究室見学 
●平成16年度入学試験 
　問題解説 

【お問い合わせ】 

入試センター 
〒162-8601　新宿区神楽坂１-３ 

TEL　03-5228-8092 

URL　http://www.tus.ac.jp/

内　　容 

神
楽
坂
校
舎
の
今
年
度
自
衛

消
防
訓
練
が
、
六
月
四
日
、
十

六
日
の
二
日
間
行
わ
れ
た
。

訓
練
は
、
火
災
が
発
生
し
た

場
合
に
消
防
隊
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
各
大
学
や
職

場
で
教
職
員
、
学
生
が
迅
速
・

的
確
に
災
害
の
拡
大
防
止
と
人

命
保
護
の
措
置
を
取
れ
る
よ
う

習
熟
す
る
も
の
で
あ
る
。「
身
体

で
覚
え
た
こ
と
は
自
然
に
実
行

で
き
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

異
常
な
状
況
の
中
で
迅
速
・
的

確
な
行
動
を
と
る
た
め
に
は
日

頃
か
ら
対
応
措
置
を
身
に
つ
け

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
、
牛
込
消
防
署
の
ご
指
導
を

得
て
、
学
生
、
教
職
員
を
対
象

に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
両

日
で
約
三
百
四
十
人
が
参
加
し

た
。初

め
に
記
念
講
堂
で
防
災
に

関
す
る
講
演
と
消
防
署
員
の
指

導
に
よ
る
応
急
処
置
訓
練
、
煙

を
充
満
さ
せ
た
通
路
を
く
ぐ
り

抜
け
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
区
立
若
宮
公
園
と

一
号
館
駐
車
場
の
二
カ
所
に
分

か
れ
、
消
火
器
を
使
っ
た
初
期

消
火
訓
練
、
起
震
車
に
よ
る
地

震
体
験
も
行
わ
れ
た
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

「
東
京
理
科
大
学
報
」に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【
電
話
／FAX

】03 -5228 -8107

／03 -3260 -5823 

　【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp

本学編・先端クイズ本　￥998 
ぺんぎん書房発行 ～全国書店で好評発売中～ 

■　８・９月の図書館　開館・休館日時　案内　■ 
８　　月 

休館日 休館日 開館日 開館日 

神楽坂図書館 

野田図書館 

久喜図書館 

１日（水）～２２日（水）９:００～１８:４５ 
２４日（金）～平常通り［９:００～２１:３０］ 土曜・日曜・祝日 
１日（水）～２２日（水）９:００～１７:００ 
２４日（金）～平常通り［９:００～１９:００］ 

１日（水）～２２日（水）９:００～１７:００ 
２４日（金）～平常通り［９:００～２０:００］ 

ただし２５日（土）は 
開館［９:００～１７:００］ 

９:００～１８:４５ 

９:００～１７:００ 

９:００～１７:００ 

土曜・日曜 

１０日（火）～ 
１９日（木） 

９　　月 

月曜～金曜日 

月曜～金曜日 

月曜～金曜日 

夏
休
み
中
、８
／
１
〜
９
／
１4
ま
で
の 

窓
口
事
務
取
り
扱
い
時
間 

夏
期
休
暇
期
間
中
の
窓
口
事

務
取
扱
い
（
八
月
一
日
〜
九
月

十
四
日
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
八
月
十
日
か
ら
十
九
日
は

一
斉
休
暇
期
間
の
た
め
全
学
が

休
み
と
な
り
ま
す
。

◆
神
楽
坂
【
事
務
室
】（
昼
休

み
12
時
〜
13
時
を
除
く
）
▽

理
学
事
務
課
・
工
学
事
務
課
は

９
時
〜
16
時
▽
第
二
部
事
務
課

は
15
時
〜
18
時
半
▽
学
生
課
は

９
時
〜
19
時
▽
経
理
課
は
10
時

〜
15
時
▽
就
職
課
は
９
時
〜
19

時
▽
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
は
９

時
〜
18
時
（
火
水
金
曜
日
は
15

時
半
ま
で
）
▽
入
試
セ
ン
タ
ー

は
９
時
〜
17
時
（
土
曜
は
10
時

〜
16
時
）
▽
総
合
情
報
シ
ス
テ

ム
部
は
９
時
〜
16
時

【
証
明
書
自
動
発
行
機
】
平
日

８
時
半
〜
19
時
（
９
日
は
12
時

ま
で
。
20
日
は
９
時
〜
19
時
）

【
Ｐ
Ｃ
設
備
】
近
代
科
学
資
料

館
タ
ー
ミ
ナ
ル
室
は
平
日
８
時

50
分
〜
15
時
50
分
、
土
・
日
・

祝
・
一
斉
休
暇
期
間
は
休
止

（
シ
ス
テ
ム
作
業
に
よ
る
臨
時

休
止
な
ど
変
更
は
別
途
掲
示
）

◆
野
田
【
事
務
室
】（
昼
休
み

12
時
〜
13
時
を
除
く
）
全
て

10
時
〜
15
時
▽
総
合
情
報
シ
ス

テ
ム
部
の
み
９
時
〜
16
時

【
証
明
書
自
動
発
行
機
】
平
日

８
時
半
〜
17
時
（
９
日
は
15
時

ま
で
。
20
日
は
９
時
半
〜
17
時
）

【
Ｐ
Ｃ
設
備
】
６
号
館
１
階
ワ

ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
教
室
は
平

日
９
時
〜
15
時
30
分
、
土
・

日
・
祝
・
一
斉
休
暇
期
間
は
休

止
、
シ
ス
テ
ム
作
業
に
よ
る
臨

時
休
止
あ
り
（
別
途
掲
示
）

◆
長
万
部
【
事
務
室
】（
昼
休

み
12
時
〜
13
時
を
除
く
）
８

時
半
〜
17
時

◆
久
喜【
事
務
室
】（
昼
休
み

12
時
〜
13
時
を
除
く
）
９
時

〜
16
時

【
証
明
書
自
動
発
行
機
】
平
日

８
時
半
〜
16
時
（
９
日
は
12
時

ま
で
。
20
日
は
９
時
〜
16
時
）

【
Ｐ
Ｃ
設
備
】
タ
ー
ミ
ナ
ル
室

は
平
日
９
時
〜
15
時
50
分
、

土
・
日
・
祝
・
一
斉
休
暇
期
間

は
休
止
（
シ
ス
テ
ム
作
業
に
よ

る
臨
時
休
止
な
ど
変
更
は
別
途

掲
示
）

付
属
施
設
の
利
用
の
お
勧
め 

◆
付
属
施
設

収
容
人
数
、
一

泊
使
用
料
、
申
し
込
み
期
日
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。
申
し
込

み
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
課

（
館
山
研
修
所
の
み
管
財
課
）

か
事
務
窓
口
ま
で
。

◎
学
生
研
修
セ
ン
タ
ー
：
84

人
／
９
０
０
円
（
シ
ー
ツ
・
浴

衣
代
含
）
／
利
用
２
日
前
ま
で

◎
館
山
研
修
所
：
71
人
／
３

０
０
０
円
（
２
食
込
み
）
／
利

用
２
日
前
ま
で
　
※
夏
期
休
暇

期
間
中
利
用
の
抽
選
は
終
了

◎
谷
川
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学生に高い支持を得ているBhaduri博士の授業


